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箕面森林環境保全ふれあいセンターでは、主に京都、大阪の都市周辺の国有林野をフィールドとして、ＮＰＯ、ボランティア、地域

住民等による自主的な森林づくり、里山の整備、自然再生活動、森林環境教育などへの技術指導等の支援に取り組んでいます。

林野庁 近畿中国森林管理局

箕面森林環境保全ふれあいセンター・こだま通信

グループ対抗里山デジカメ選手権
～現在作品募集中～

「身近な森林（もり）の再発見!!」をテーマとして、里山の再生・整備や森林環境教育を主眼に置き、学校、ボランティア、企

業・家族・友達などのグループが共同作業で創作したデジタル写真（３枚の組写真）を８月３１日（水）まで募集しています。

作品は里山に代表される身近な森林を対象として、森林の中に暮らす動植物や森林づくり活動、森林環境教育の推進な

どの一瞬を切り取った写真と、今年は国連が定める「国際森林年」にあたることから、そのテーマである「森を歩く」に関する写

真も募集していますので、より多くのグループの皆様からのご応募をお待ちしています。

また、最終審査会については毎年、近畿中国森林管理局周辺（大阪市北区天満橋）で開催される「水都（すいと）おおさか

森林（もり）の市」※にあわせ、１０月８日（土)に公開で実施することにしています。

詳しくは、当ふれあいセンターのホームページ（http:/www.rinya.maff.go.jp/kinki/minoo_fc/satoyama/dejikame/

deｚikame-senshuken.html）をご覧ください。

※今年は『お祭り気分で、楽しんで、学んで、遊んで、お買い物。楽しさ、もりもり「森林（もり）の市」』と題して、１０月８日

（土）・９日（日)の２日間、近畿中国森林管理局、ＯＡＰ、毛馬桜之宮公園周辺にて開催を予定しており、現在「水都おおさか

森林の市」実行委員会において、木工体験など楽しいイベントを企画しているところです。



一庫公園での作品展示及び観覧の様子

作業前の全体打合せの様子

抜き取り作業の様子

６月９日（木)に箕面国有林エキスポの森（大阪府箕面市）において、

当ふれあいセンターと京都大阪森林管理事務所が主催し、明治の森箕

面自然休養林管理運営協議会の協力のもと、「オオクワガタの棲(す)

める森づくり」の植樹箇所である展望台周辺に繁茂するカラスザンショ

ウ、アカメガシワなどの抜き取り作業を実施しました。当日は平日にもか

かわらず、管理運営協議会の８団体から２７名の方に参加していただ

き、当方のスタッフ９名を加えて３６名が従事しました。

作業の箇所は、「オオクワガタの棲（す）める森づくり」の一環として小

学生、幼稚園児、ボランティア、地域住民などに学校や家庭等で育てて

いただいたクヌギ、コナラの苗木を昨年春から植樹してきた箇所です。

処理の対象としたカラスザンショウ、アカメガシワは非常に成長が早く、

植樹したクヌギ、コナラなどの苗木の成長を阻害する恐れがあること、ま

た、今年は秋に植樹行事を予定しており、とげのあるカラスザンショウな

どは植樹の際、参加者の手を傷つける心配があることから、幹の柔か

いこの時期に抜き取り作業を実施しました。

作業に参加した皆さんには、カラスザンショウのとげに四苦八苦しな

がらも懸命に抜き取っていただき、おかげさまでほぼ予定どおり作業を

進めることができました。

「オオクワガタの棲（す）める森づくり」の森林整備活動
～ボランティアの協力のもと下刈り作業を実施～

７月１５日（金）から８月１日（月）にかけて、兵庫県立一庫（ひとくら）

公園ネイチャーセンター（兵庫県川西市国崎）の展示施設をお借りし、

平成２３年度作品募集のＰＲも兼ねて、平成２２年度入選作品の展示

を実施しました。

一庫公園は、園内の林をクヌギ生産の見本林として里山の再生に

取り組んでおり、野鳥や昆虫、植物等の一庫の自然を観察することも

できる公園であり、夏休み期間中、多くの家族や子どもたちが訪れるこ

とが見込まれるため、今回初めて当施設で展示を実施し、「グループ対

抗里山デジカメ選手権」のＰＲを行いました。

第２弾として、８月２３日（火）から９月６日（火）にかけて、写真家・

入江泰吉氏の写真展示で有名な奈良市写真美術館（奈良市高畑町）

の展示施設をお借りし、同じく展示及びＰＲを行うことにしています。

「グループ対抗里山デジカメ選手権」のＰＲ
～公共施設で入選作品の展示を実施～



箕面森林官が国有林の概要を説明 木の葉から二酸化炭素と酸素の量を測定

苗木を植え替える再生段ボール植木鉢を作製 現地にて植樹作業を体験

一列に仲良く並んで植樹作業を実施 木の円盤などを使い木工クラフトを体験

大学生を対象に体験林業
～植樹体験、木工クラフト等を実施～

６月２２日（水）に箕面国有林エキスポの森において、大阪産業大学人間環境学部３回生１６名を招いて体験林業を実施

しました。

当日は授業の一環ということで３時間と短い時間でしたが、箕面森林官による国有林の概要説明をはじめ、「オオクワガタ

の棲（す)める森づくり」の植樹体験として、将来きれいな花が咲くことを祈り、ウワミズザクラを２５本植樹していただきました。

その他にも当ふれあいセンターで作成した森林環境教育推奨事例集の中から、専門器具を使い木の葉から二酸化炭素と酸

素の量の測定や木の円盤など森の恵みを使った木工クラフトも体験してもらい、今回参加した皆さんは国有林に来るのも、こ

ういった体験をするのも全てが初めてであり、興味津々楽しんでいただいたと思います。

最後に計画部長から、「国際森林年」のＰＲとともに、「植樹した苗木を大きく育てるには下刈りなどの手入れを行っていく必

要があるので、そういった作業にも参加してもらいたい」とお願いし、体験林業を終了しました。



山下先生による講義 箕面森林官による国有林説明

ボランティアの指導のもと間伐・枝払いを体験 スギの樹高を目測

輪切りしたヒノキの年輪を数える 伐り出したヒノキ丸太にナメコを植菌
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森林環境教育セミナーの開催
～小・中学校、幼稚園の先生を対象に実施～

８月１０日（水）に箕面国有林勝尾寺周辺において、箕面市の小・中学校経験２年目の先生や豊中市の小学校の先生、今回

から幼稚園の先生も加わり、計２３名に参加してもらい、京都大阪森林管理事務所とボランティア団体の協力を得ながら、森林

環境教育セミナーを開催しました。

森林環境教育セミナーは、学校教育における森林環境教育の推進を目的として、箕面市教育委員会との共催により平成１７

年度から実施し、今回で７回目の開催となります。

今回のセミナーの内容は、従来の京都教育大学の山下宏文教授による講義「森林環境教育の重要性と進め方」、箕面森林

官による箕面国有林の概要説明、間伐体験に加えて、当ふれあいセンターで作成した森林環境教育推奨事例集の中から、間

伐に付随した事例として「木の高さを目測する」、「木の年輪を数えよう」、「間伐、ナメコの植菌」を実践してもらいました。

セミナーの終わりには一日を振り返ってもらい、参加した先生からは、山下教授の講義を聴いて「森林面積が何年も変わって

いないことは知らなかった」、間伐を体験して「木を伐り倒す体験はめったにできないことでよい経験になった」、全般としては「自

分たちで木を伐ったりナメコを植えたり、普段の生活の中で経験できないことができてよかった。普段木に目を向けることはあまり

なかったけれど、今後は意識してみようと思う」、「子どもたちにも自然の中に入って、木にさわったり葉にさわったりして自然に近

づく体験をしてほしい｣などの感想が聞かれ、今回楽しく体験したことや推奨事例集の楽しい事例を、学校の授業等を通して先

生から子どもたちに伝えていただくことを期待するところです。

最後に指導普及課長から、「国際森林年」のＰＲとともに、「森林環境教育の場として、皆さんの身近にある箕面国有林を活

用してほしい」とお願いし、セミナーを終了しました。


